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第１１９回 教 育 研 究 評 議 会 要 録 

 

日 時  平成２６年７月１６日（水）午後１時００分～午後１時５０分 

場 所  第一会議室 

出席者  今岡学長，井上理事，小路田理事，角田理事，笠井理事，柳澤文学部長， 

     岩井理学部長，三木生活環境学部長，中島人間文化研究科長，内田，野村，小林， 

     林井，松田，増井，上江洌，出田各評議員 

列席者  小山学長補佐，酒居監事，福田監事，塚本総務・企画課長，小田原国際課長， 

     大原研究協力課長，西田財務課長，齊藤施設企画課長，藤熊学務課長， 

     木下学生生活課長，秋庭学術情報課長 

      

議事に先立ち，前回の記録確認。 

 

Ⅰ  審議事項 

 １．平成２７年度授業計画における非常勤講師の配置に関する指針(案)等について 

   学長から，資料１により，平成２７年度授業計画における非常勤講師の配置に関する指 

  針(案)及び平成２７年度授業計画における非常勤講師の配置に関する人事計画面の指針 

  (案)について説明があり，審議の結果，原案のとおり承認した。 

 

 ２．学内諸規程等の改正について 

 （１）奈良女子大学留学生賃貸住宅連帯保証制度実施要領の一部改正(案)について 

 （２）奈良女子大学国際交流基金支援外国人特待留学生受入要項の一部改正(案)について 

    笠井理事から，資料２－１及び２－２により，改正の趣旨及び内容について説明が 

   あり，審議の結果，原案のとおり承認し，本日付で施行し，平成２６年６月２７日から 

   適用することとした。 

 

 ３．稲葉カヨ記念教育研究奨励賞の創設について 

   学長から，稲葉カヨ氏からの寄附を基に「稲葉カヨ記念教育研究奨励賞」を創設するこ 

  ととし，これと併せて，奈良女子大学基金事業による学業優秀学生表彰に関する取扱要項 

  の一部を改正することについて資料３により説明があり，審議の結果，原案のとおり承認 

  し，本日付で施行することとした。 

  

Ⅱ 報告事項 

 １．第４２回経営協議会及び第１３６回役員会について 

   学長から，６月１８日に開催された第４２回経営協議会及び６月２７日に開催された第 
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  １３６回役員会の審議概要について報告があった。 

 

 ２．平成２６年度９月卒業（修了）者に係る卒業式並びに学位記授与式及び平成２６年度大 

  学院秋季入学者に係る入学宣誓式について 

     笠井理事から，資料４により，平成２６年度９月卒業・修了者に係る卒業式並びに学位 

  記授与式及び平成２６年度大学院秋季入学者に係る入学宣誓式の挙行について案内があっ 

  た。 

   なお，学業優秀学生表彰のうち，学長賞及び稲葉カヨ記念教育研究奨励賞は，当該年度 

  の授与者には３月の卒業式等に併せて授与することとなったことから，９月の式次第から 

  学業優秀学生表彰は削除した旨報告があった。 

 

 ３．オープンキャンパスについて 

   角田理事から，平成２６年度オープンキャンパスの実施について，資料５により案内が

あり，併せて，関係教職員の協力依頼があった。 

 

 ４．各室からの報告等について              

  ・教育計画室： 

    ５月に申請した大学教育再生加速プログラムは，不採択であった旨報告があった。ま 

    た，本学が今年採択された「産業界のニーズに対応した教育改善・充実体制整備事業」 

    は，事業仕分けの影響により来年度以降は募集されないこととなった旨報告があった。 

   ・広報企画室： 

    入試広報のため，駿台予備学校の３校(京都・大阪・東京)で説明会を実施する旨の報 

    告があった。    

    ・倫理・人権委員会： 

     平成２６年度人権問題研究集会を｢セクシャルマイノリティと人権｣をテーマに，８月 

    １日(金)１６時２０分から開催する旨の案内があり，部局での周知及び出席依頼があ 

    った。 

 

 ５．その他 

  ・学長から，次年度のサバティカル研修の取得者として，人文科学系教員１名を決定 

   した旨報告があった。 

   また，北海道大学における公的研究費の不適切な経理処理の最終報告と関与した教 

   員の懲戒処分を行ったとの報道記事について触れ，これにより全国の大学への調査 

   が実施されると思われることから，各部局において不適切経理のないように留意す 

   るとともに，今後の対応について協力依頼があった。 
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  ・井上理事から，次のとおり報告等があった。 

   ①情報セキュリティチェックの回収率が８５％となったことの報告及び協力に対して謝 

    辞があった。  

    ②電子ジャーナル購入価格が年々値上がりしている状況により，次年度の契約を検討す 

    るため，利用頻度及び意見聴取等のアンケートを実施する旨報告があった。 

   ③研究プロジェクトの成果報告会を８月７日(木)１４時３０分から実施する旨案内があ 

    り，出席について依頼があった。 

   ④文部科学省は「研究活動における不正行為への対応等に関するガイドライン」の新た 

    な策定案において，学部段階でも学生の研究倫理教育の実施を推進するよう大学に 

    求める方針を固めていることから，本学の対応について検討を進め来年度から実 

    施していく旨の発言があった。 

      

                                       以上   


